
身体的拘束を行わずにケアするための取組 
 
当院では、安全を確保しつつ拘束を行わないための具体的な代替策や工夫を、以下の通り実
施しています。 
 
1. 医療用デバイスへの配慮と工夫 
① 点滴・チューブ類 

ADL を考慮した穿刺部位の選択、チューブを衣服内に通す等の配慮、および医師と
連携した早期離脱（点滴時間の短縮・経口摂取の促進）を推進しています。 
 

② CVポート 
刺入部が気にならないような衣類の着用提案や、テープ固定方法の工夫を行ってい
ます。 
 

③ 経鼻胃管・胃瘻 
固定テープの適宜交換による違和感軽減、腹巻き・バストバンド等による保護を実施
しています。 
 

④ 膀胱留置カテーテル 
必要性の有無を定期的に再評価し、早期抜去に努めています。 

 
2. 組織的な推進体制 
① 専門チームの巡回 

身体的拘束最小化チームが定期的に病棟を巡回し、現場職員とともに拘束解除に向
けた具体的な検討を行っています。 
 

② 用具の一元管理 
拘束用具は特定の場所で一元管理し、安易な使用を防止しています。 
 

③ 職員研修の継続 
全職員を対象とした講習会を年 2回定期開催しています。 
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